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《人口の動き》
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の

　
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
今
ま
で
利
用

さ
れ
て
い
た
農
業
近
代
化
資
金
と
農

林
公
庫
資
金
を
一
本
化
し
た
、
地
域

農
業
再
編
資
金
制
度
が
本
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
の
新
制
度
資
金
は
、
農
協
の
窓

口
か
ら
一
括
融
資
さ
れ
、
借
入
手
続

き
の
簡
素
化
、
迅
速
化
を
図
り
、
利

率
の
低
利
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
も
の
で
、
農
業
経
営
に
必
要
な
各

種
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
借
入
手
続
等
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

農
協
金
融
課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
、
制
度
取
扱
い
期
問

昭
和
5
9
年
4
月
か
ら
昭
和
62
年

3
月
ま
で
。
　
（
3
ヶ
年
間
で
す
）

二
、
貸
出
金
の
種
類

　
農
地
の
取
得
及
び
土
地
改
良
（
基

盤
整
備
）
資
金
・
施
設
の
改
良
、

造
成
、
取
得
資
金
・
農
機
具
取
得

資
金
・
家
畜
導
入
資
金
・
そ
の
他

三
、
貸
出
利
率

O
農
業
近
代
化
資
金
年
5
％

口
農
林
公
庫
資
金
　
　
年
三
・
五
％

（
定
期
貯
金
等
を
取
り
く
ず
し
て

　
資
金
に
あ
て
る
よ
り
借
入
し
た

　
方
が
お
得
で
す
。
）

四
、
保
証
、
担
保

　
保
証
人
は
徴
し
な
い
。
（
県
信
用

保
証
協
会
の
債
務
保
証
と
す
る
。
）

五
、
資
金
（
借
入
申
込
）
の
受
付
期
問

＿の
緊各年
急10三
の日回
場ま

合で4は。月
随　　’

時　6受　月
付　

’

）　 8
　　月

「●、
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標準小作料

の改訂
前回と同額

の据え置き

に決まる！ノ

　
松
代
町
農
業
委
員
会
で
は
、
先
に

小
作
料
協
議
会
を
開
き
、
昭
和
六
十

一
年
ま
で
向
う
三
年
間
適
用
す
る
標

準
小
作
料
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

凋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

り当ル一アー0（料作トノ準標

田 畑

区　　　　分 金　額 区　　　分 金　額
1　　級　　士也

（基盤弩懸）
　　　円

26，000 1　級　地
（離旛の）

　　円

5，000
2　　級　　地

（未整鵯k、） 20，000

3　　級　　土也
（〃　450kg） 17，000 2　級　　地

（痛の他の） 3，000
4　　級　　地
（〃　420kg）

14，000

5　　級　　土也

（〃　390kg）
11，000 ※たばこのような特殊畑に

　ついては適用されませX

　
こ
の
標
準
小
作
料
は
農
地
の
賃
貸

借
契
約
を
す
る
場
合
の
基
礎
と
な
る

小
作
料
で
、
三
年
毎
に
改
訂
さ
れ
る

も
の
で
す
。
今
回
の
改
訂
で
は
、
生

産
物
価
格
や
、
生
産
費
用
な
ど
の
現

状
を
勘
案
し
た
結
果
、
現
行
の
ま
ま

据
え
置
き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
郡
内
の
他
町
村
も
ほ
と
ん
ど
が

据
え
置
き
の
決
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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轟
権
墓
与
①

望
ま
し
い
日
本
型
食
生
活
を
め
ざ
し
て

　
〈
ア
メ
リ
カ
で
見
直
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
日
本
型
食
生
活
〉

　
こ
こ
数
年
、
肥
満
に
よ
る
糖
尿
病

や
心
臓
病
な
ど
、
成
人
病
の
増
加
に

悩
む
ア
メ
リ
カ
で
、
米
を
中
心
と
す

る
日
本
人
の
食
生
活
に
大
き
な
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
栄
養
的
に
望
ま
し
い
食
生
活
の
条

件
と
し
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
炭
水
化
物
の

三
大
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
取
る
こ
と
で
す
。
　
　
　
し

　
と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ

の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
み
ま

す
と
、
動
物
性
脂
肪
や
砂
糖
の
取
り

過
ぎ
が
め
だ
ち
ま
す
。
こ
う
し
た
食

事
内
容
が
、
肥
満
そ
し
て
成
人
病
の

増
加
を
招
い
て
い
る
と
、
米
上
院
栄

養
所
要
量
特
別
委
員
会
は
一
九
七
七

年
、
　
「
ア
メ
リ
カ
の
食
事
目
標
」
を

発
表
、
国
を
あ
げ
て
成
人
病
の
予
防

に
乗
り
出
し
た
の
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
脂
肪
や
砂
糖
の
取

り
過
ぎ
を
改
め
る
と
と
も
に
、
米
や

麦
な
ど
の
炭
水
化
物
（
デ
ン
プ
ン
質
）

の
摂
取
量
を
、
そ
れ
ま
で
の
二
倍
に

増
や
す
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
〈
理
想
的
な
栄
養
バ
ラ
ン
ス
〉

　
と
こ
ろ
で
、
わ
た
し
た
ち
日
本
人

の
食
生
活
は
ど
う
か
と
い
い
ま
す
と
、

次
の
よ
う
な
栄
養
の
面
か
ら
み
て
、

ほ
ぼ
理
想
的
な
水
準
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。

　
①
一
人
一
日
当
た
り
の
熱
量
は
約

　
二
五
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
、
日

　
本
人
の
体
位
や
生
活
に
合
っ
た
栄

　
養
所
要
量
で
あ
る
こ
と
。

　
②
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、
炭
水
化

　
物
の
三
大
栄
養
素
の
摂
取
割
合
は
、

　
そ
れ
ぞ
れ
二
二
％
、
二
六
％
、
六

　
一
％
と
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ

　
　
ナ
乱
，
写

日
本
型
食
生
活
か

　
て
い
る
こ
と
。

③
タ
ン
パ
ク
質
の
中
の
植
物
性
と

　
動
物
性
の
比
率
は
五
二
％
と
四
八

　
％
で
、
ほ
ぼ
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て

　
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
動
物
性
タ

　
ン
。
ハ
ク
質
の
う
ち
畜
産
物
と
水
産

　
物
の
比
率
も
、
ほ
ぼ
半
々
に
な
っ

　
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
栄
養
水
準
と
バ
ラ
ン

ス
は
、
米
、
野
菜
、
魚
、
大
豆
を
中

心
と
し
た
伝
統
的
な
食
事
パ
タ
ー
ン

に
、
小
麦
や
畜
産
物
、
油
脂
、
果
物

な
ど
が
豊
富
に
加
わ
っ
て
で
き
上
が

っ
た
も
の
で
す
。
現
在
の
日
本
人
の

平
均
的
な
食
生
活
は
、
い
わ
ば
「
日

本
型
食
生
活
」
と
も
い
う
べ
き
独
自

の
パ
タ
ー
ン
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
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女性に多い

貧血の予防
亭
〆

．
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「
貧
血
」
こ
の
文
字
を
見
て
み
な

さ
ん
は
何
を
感
じ
る
で
し
ょ
う
か
？
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず

　
貧
血
と
は
文
字
通
り
、
血
が
貧
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
達
の
体
の

中
を
循
環
し
て
い
る
血
液
の
成
分
が

正
常
な
範
囲
よ
り
低
い
状
態
を
い
い
、

い
わ
ば
、
血
が
、
う
す
く
な
っ
た
状

態
を
さ
し
ま
す
。
血
液
の
中
の
血
色

素
と
い
う
成
分
は
、
鉄
と
た
ん
白
質

か
ら
で
き
て
い
て
、
酸
素
を
肺
か
ら

全
身
に
運
ぶ
働
き
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
血
色
素
が
減
る
と
酸
素
が
十
分

輸
送
さ
れ
な
く
な
り
、
そ
れ
を
補
う

た
め
に
、
心
臓
は
フ
ル
回
転
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
症
状
と
し
て

は
、
め
ま
い
や
動
悸
が
し
た
り
、
顔

色
が
す
ぐ
れ
な
い
、
疲
れ
や
す
い
、

頭
痛
、
手
足
が
冷
え

る
、
爪
や
目
の
結
膜

の
色
が
白
っ
ぽ
い
等

の
症
状
が
出
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
た

い
て
い
の
貧
血
は
、

徐
々
に
お
こ
っ
て
く

る
の
で
症
状
も
、
い

つ
と
は
な
し
に
生
じ

て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
自
覚
症
状
は
少

な
く
、
気
づ
か
れ
ず

　
　
　
　
や

に
放
置
さ
れ
、
検
診

で
初
め
て
発
見
さ
れ

る
と
い
う
例
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
3

人
に
1
人
は
貧
血
、

又
は
貧
血
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
貧
血
検
査
を
受
け

て
、
自
分
の
健
康
レ
ベ
ル
を
知
る
様

に
し
ま
し
よ
う
。

　
日
常
生
活
の
注
意
点
と
し
て
は
、

①
良
質
た
ん
白
質
を
3
度
の
食
事
で

十
分
に
と
る
。

　
赤
血
球
の
主
要
成
分
で
あ
る
血
色

素
は
、
鉄
を
含
ん
だ
た
ん
白
質
で
で

き
て
い
ま
す
。
赤
血
球
の
寿
命
は
約

伽
日
。
体
の
中
で
は
刻
々
と
破
壊
と

生
成
が
く
り
返
さ
れ
、
毎
日
㎜
分
の

ー
つ
つ
造
り
替
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
主
な
材
料
で
あ
る
た
ん
白
質
は

そ
の
都
度
、
供
給
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
卵
、
肉
、
魚
、
大
豆
、
大

豆
製
品
な
ど
の
い
ず
れ
か
を
三
回
の

食
事
で
欠
か
さ
ず
十
分
に
食
べ
ま
し

よ
・
つ
。

②
新
鮮
な
野
菜
、
み
か
ん
な
ど
の
果

物
、
と
く
に
緑
黄
色
野
菜
を
ふ
ん
だ

ん
に
と
る
。

　
新
鮮
な
野
菜
や
、
み
か
ん
な
ど
の

果
物
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
の
給
源
で
す
。

ビ
タ
、
、
、
ン
C
は
、
体
内
で
の
鉄
の
利

用
効
果
を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
骨
髄

の
中
で
赤
血
球
が
盛
ん
に
造
ら
れ
る

と
き
は
、
緑
黄
色
野
菜
に
含
ま
れ
て

い
る
、
葉
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
B
1
2
が
必

要
で
す
。
緑
の
葉
っ
ぱ
を
ど
し
ど
し

食
べ
ま
し
よ
う
。

◎
鉄
分
が
多
い
レ
バ
ー
を
上
手
に
と

る
。

　
レ
バ
ー
は
優
れ
た
造
血
食
品
で
す
。

豚
レ
バ
ー
は
㎜
9
中
1
6
㎎
の
鉄
分
が

含
ま
れ
、
ま
さ
に
鉄
の
宝
庫
で
す
。

そ
の
上
、
鉄
の
吸
収
を
良
く
す
る
し
、

動
物
性
た
ん
白
質
も
と
れ
る
の
で
す

か
ら
一
石
二
鳥
で
す
。

④
偏
食
を
し
な
い
、
朝
食
を
抜
か
な

い
、
簡
単
な
食
事
だ
け
で
す
ま
せ
な

い
。　

栄
養
素
が
偏
っ
た
り
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
不
足
す
る
と
、
せ
っ
か
く
の
食

事
が
、
体
の
細
胞
や
血
色
素
の
材
料

に
使
わ
れ
ず
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

消
費
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

⑤
胃
腸
を
丈
夫
に
す
る

　
胃
酸
の
分
泌
が
悪
い
と
食
欲
が
衰

え
る
だ
け
で
な
く
、
血
液
の
材
料
と

な
る
た
ん
白
質
や
鉄
の
利
用
が
悪
く

な
り
ま
す
。
睡
眠
不
足
、
運
動
不
足
、

生
活
の
乱
調
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
、
胃

や
腸
の
働
き
を
低
下
さ
せ
る
様
な
生

活
態
度
は
改
め
ま
し
ょ
う
。

◎
思
春
期
・
妊
娠
期
の
女
性
、
過
労

に
な
り
や
す
い
婦
人
は
特
に
気
を
つ

け
る
。

　
思
春
期
は
急
激
な
発
育
と
月
経
の

開
始
に
よ
り
、
妊
婦
は
胎
児
の
た
め

に
自
然
に
血
液
の
量
が
増
え
、
ま
た
、

分
娩
に
伴
う
出
血
に
備
え
て
、
授
乳

期
は
乳
の
中
に
鉄
分
が
と
ら
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
鉄
の
所
要
量
が
増
加
し

ま
す
。
農
村
婦
人
は
過
労
と
栄
養
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
ら
貧
血
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

は
特
別
の
配
慮
を
。

こ
の
様
な
方
々

⑦
健
康
水
準
を
高
め
る
日
常
生
活
を

送
る
。

　
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
調
和
が
と

れ
、
健
康
水
準
が
高
け
れ
ば
、
血
液

は
正
常
値
が
保
た
れ
て
い
る
も
の
で

す
。　

今
年
は
、
7
月
に
総
合
検
診
と
い

う
形
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
1

日
で
、
該
当
す
る
全
て
の
検
診
を
受

け
ら
れ
る
様
に
、
役
場
の
係
で
は
、

検
討
、
努
力
し
て
い
ま
す
。
貧
血
検

査
も
、
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
行
な
わ
れ

ま
す
。
必
ら
ず
受
け
る
様
に
し
ま
し

よ
・
つ
。

参
考
文
献

　
　
厚
生
省
栄
養
課
監
修

　
「
み
ん
な
の

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
」

！：、

ン
」一
の　の　　

　勉’

　！
⊇～り

／
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◎
出
身
地
　
妙
高
高
原
町

◎
金
沢
大
学
文
学
部
卒

◎
英
語
担
当

◎
趣
味

　
ス
ポ
ー
ツ
は
な
ん
で
も
、
軟
式
野

球
、
高
校
時
代
は
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。

　
◎
抱
負

　
学
窓
を
巣
立
っ
た
ば
か
り
の
人
生

体
験
に
と
ぼ
し
い
も
の
で
す
が
、
早

く
松
代
に
な
れ
て
、
元
気
な
生
徒
を

育
て
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　
実
社
会
の
諸
事
に
は
、
未
知
未
熟

の
こ
と
が
多
く
、
至
ら
ぬ
点
ば
か
り

で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

告詰

◎
出
身
地
　
見
附
市

◎
前
任
地
　
埼
玉
県
八
潮
中
学
校

◎
新
潟
大
学
法
文
学
科
卒

◎
社
会
科
担
当

◎
抱
負

　
松
代
に
来
て
日
も
浅
い
の
で
す
が
、

生
徒
は
、
自
主
的
に
動
き
意
見
が
は

高橋和子

っ
き
り
し
て
堂
々
、
伸
び
の
び
し
て

い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
自
然
の
中
で
、

健
康
に
育
つ
生
徒
達
は
、
瞳
を
キ
ラ

キ
ラ
輝
か
せ
、
私
を
見
つ
め
て
く
れ

ま
す
。
私
の
生
き
が
い
が
見
つ
か
ら
り

ま
し
た
。

　
4
月
4
日
町
立
奴
奈
川
小
学
校
の

開
校
式
、
入
学
式
が
助
役
、
教
育
長

を
は
じ
め
来
賓
多
数
の
出
席
の
も
と

に
挙
行
さ
れ
た
。
12
名
の
新
一
年
生

は
、
新
し
い
教
科
書
を
受
け
取
り
、

胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。

◎
出
身
地

　
　
新
津
市
新
町

◎
前
任
地

　
　
新
潟
中
央
警
察
署

◎
家
族
構
成

　
　
妻
と
も
え
二
八
歳

　
　
長
男
　
裕
康
　
　
一
歳
十
ケ
月

◎
趣
味

　
　
海
釣
り

　
初
め
て
海
へ
出
か
け
た
ら
多
く
の

魚
に
好
か
れ
、
そ
れ
い
ら
い
も
う
一

松代幹部

派出所

松井俊

度
魚
の
顔
を
見
た
く
な
り
、
た
び
た

び
出
か
け
る
様
に
な
っ
た
訳
で
す
が
、

そ
の
後
全
々
も
て
な
く
て
〃

◎
抱
負

　
初
め
て
の
異
動
で
右
も
左
も
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
早
く
本
町
民
の
方
々

と
親
し
く
な
り
、
明
る
い
事
故
の
な

い
住
み
易
い
町
作
り
に
仕
事
を
通
じ

協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

場
婦
美

町
健

松
保
星

（
5
ぺ
ー
ジ
ヘ
）
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◎
出
身
地

　
　
新
津
市
大
字
中
村

◎
前
任
地

　
　
新
潟
西
警
察
署

◎
家
族
構
成

　
　
妻
　
　
幸
子
二
五
歳

　
　
長
女
　
美
幸
　
一
歳
三
ケ
月

◎
趣
味

　
こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な
趣
味
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
休
み
の
と
き
な
ど
は

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
し
て
い
ま
す
。

◎
抱
負

　
積
雪
の
多
い
の
に
は
驚
き
ま
し
た

が
、
松
代
に
勤
務
し
て
約
二
週
間
、

町
の
人
か
ら
、

　
　
　
春
に
は
山
菜

　
　
　
夏
に
は
野
球
大
会

　
　
　
秋
に
は
き
の
こ

　
　
　
冬
に
は
大
相
撲

等
の
話
を
聞
き
、
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　
来
た
ば
か
り
で
何
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
一
日
も
早
く
慣
れ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
鵬
●
Ψ
ノ
、

　
　
　
　
　
　
普

松代幹部

派出所

新保和美

◎
出
身
地

　
　
中
蒲
原
郡
村
松
町

◎
家
族

　
　
妻
と
長
女
の
三
人
家
族

◎
前
任
地

　
　
柏
崎
警
察
署

◎
趣
味

　
　
前
は
、
良
く
釣
を
し
た
の
で
す

　
が
、
最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
し
な
く

　
な
り
、
冬
の
ス
キ
ー
が
趣
味
に
な

　
り
ま
し
た
。
他
に
、
山
芋
を
採
る

　
．
こ
と
ぐ
ら
い
で
す
。

◎
抱
負

　
　
私
は
、
駐
在
所
の
仕
事
を
す
る

　
の
は
、
室
野
が
最
初
で
す
。
駐
在

　
所
の
地
域
で
の
重
要
性
を
認
識
し

　
て
、
一
生
け
ん
め
い
に
仕
事
を
し

　
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

伊藤　和男

　
話
は
変
り
ま
す
が
、
私
は
、
東

頸
城
の
松
代
町
が
ど
こ
な
の
か
は
、

地
図
で
は
、
良
く
知
っ
て
い
ま
し

た
が
、
来
た
の
は
初
め
て
で
す
。

雪
の
多
さ
に
は
、
さ
ほ
ど
驚
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
何
故
か
と
言
い
ま

す
と
、
前
任
地
に
お
い
て
パ
ト
カ

ー
を
運
転
し
、
小
国
、
高
柳
方
面

を
巡
回
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
・
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

の
準
備
が
出
来
て
い
た
か
と
思
い

ま
す
。
室
野
で
は
、
春
に
山
菜
が
、

秋
に
き
の
こ
、
山
芋
が
沢
山
採
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
私
も

山
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
採
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
こ
に
居
る
間
に
趣
味
を
増
し
又
、

逞
し
い
人
間
に
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
4
ペ
ー
シ
よ
り
つ
づ
く
）

出
身
地
　
中
魚
沼
郡
川
西
町
上
野

特
技
書
道

趣
味
　
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
、
テ
ニ
ス

　
私
は
3
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て

生
れ
、
現
在
、
両
親
と
3
人
暮
し
で

す
。
松
代
町
は
初
め
て
の
土
地
で
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
地

域
住
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
又
、
親
し
ま
れ
る
保
健
婦
に
な

れ
る
よ
う
、
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

受
持
地
区
　
松
代
・
会
沢
・
清
水
・

　
桐
山
．
蓬
平
・
田
野
倉
・
仙
納
・

　
田
代
．
莇
平
・
小
貰
・
諏
訪
峠
・

寺
田
．
名
平
・
蒲
生
・
儀
明

　
私
は
、
こ
の
春
に
九
年
間
の
義
務

教
育
を
終
え
て
、
松
代
中
学
校
を
卒

業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
試
験
を
受
け

て
、
松
代
高
校
に
入
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を

学
習
面
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

　
ま
ず
学
習
面
。
中
学
生
の
頃
は
、

家
で
宿
題
だ
け
や
る
毎
日
で
、
テ
ス

ト
の
一
週
間
位
前
に
テ
ス
ト
勉
強
を

始
め
る
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
し
た
。

高
校
生
に
な
っ
て
こ
ん
な
こ
と
を
い

っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

赤
点
を
取
れ
ば
追
試
。
授
業
の
方
で

は
、
進
み
方
も
速
く
な
り
、
内
容
も

難
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
予

習
、
復
習
、
特
に
復
習
を
き
ち
ん
と

や
り
、
授
業
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
努

校
　
子

学等
年
艶

高松
－
杣

力
し
た
い
で
す
．

　
次
に
生
活
面
で
は
、
夜
ふ
か
し
を

や
め
て
、
朝
早
く
起
き
て
ジ
ョ
ギ
ン

グ
か
な
に
か
を
や
っ
て
み
る
つ
も
り

で
す
。
ま
た
日
曜
日
は
、
ど
う
し
て

も
不
規
則
な
生
活
を
送
り
が
ち
な
の

で
、
そ
れ
も
直
し
た
い
で
す
。

　
最
後
に
部
活
に
つ
い
て
。
今
、
私

は
は
っ
き
り
い
っ
て
入
部
し
た
い
部

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
部
活

に
入
っ
て
い
な
い
と
就
職
に
不
利
だ

と
聞
い
て
い
る
の
で
、
入
部
し
な
く

て
は
ダ
メ
か
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
と
に
か
く
こ
れ
か
ら
三
年
間
は
、

な
る
べ
く
く
い
の
残
ら
な
い
充
実
し

た
毎
日
を
送
り
た
い
で
す
。
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▼
新
ら
し
く

　
　
　
　
来
ら
れ
た
先
生

　
（
管
理
職
）
校
長
・
教
頭

○
儀
明
小
学
校

古
閑
秀
雄
（
上
越
市
・
谷
浜
小
）

○
莇
平
小
学
校

五
十
嵐
哲
夫
（
柿
崎
町
・
柿
崎
小
）

○
松
代
中
学
校

渡
辺
和
夫
（
上
越
市
・
城
西
中
）

○
清
水
小
学
校

笠
原
　
大
（
上
越
市
・
直
江
津
南
小
）

○
孟
地
小
学
校

金
井
　
繁
（
能
生
町
・
能
生
小
）

一
・
北
山
小
学
校

市
川
伸
一
（
長
岡
市
・
川
崎
小
）

び
蒲
生
小
学
校

金
子
直
道
（
新
井
市
・
新
井
南
小
）

　
（
一
般
職
）
教
諭

o
儀
明
小
学
校

村
治
友
子
　
　
（
豊
栄
市
・
早
道
南
小
）

石
塚
真
喜
子
（
加
茂
市
・
加
茂
小
）

6
蓬
平
小
学
校

江
口
　
明
　
　
（
高
柳
町
・
門
出
小
）

o
清
水
小
学
校

小
幡
和
子
　
　
（
栄
町
・
大
面
小
）

○
松
代
小
学
校

中
沢
久
征
　
　
（
津
南
町
・
津
南
小
）

○
松
代
小
学
校
下
山
分
校

大
倉
正
司
　
　
（
新
潟
市
・
南
万
代
小
）

○
孟
地
小
学
校
海
老
分
校

市
川
綾
子
　
　
（
十
日
町
市
・
真
田
小
）

○
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

中
沢
光
昭
　
　
（
頸
城
村
・
大
港
小
）

○
蒲
生
小
学
校

渡
辺
由
紀
　
　
（
大
潟
町
・
大
潟
町
小
）

石
野
正
彦
　
（
新
潟
市
・
割
野
小
）

○
蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

渡
辺
祐
治
　
　
（
上
越
市
・
和
田
小
）

○
奴
奈
川
小
学
校

本
山
福
美
（
十
日
町
市
・
十
日
町
小
）

杉
田
健
一
　
（
青
海
町
・
歌
外
波
小
）

○
松
代
中
学
校

斉
藤
孝
久
　
　
（
三
条
市
第
四
中
）

坂
詰
浩
一
　
（
新
採
用
）

高
橋
和
子
　
　
（
新
採
用
）

▼
勤
務
す
る
学
校
が

　
　
　
　
変
つ
た
先
生

○
奴
奈
川
小
学
校

保
坂
圭
介
　
　
（
室
野
小
）

小
島
冠
治
　
　
（
峠
小
）

山
本
篤
子
　
　
（
室
野
小
）

高
橋
英
雄
　
　
（
室
野
小
）

高
倉
芳
行
　
　
（
峠
小
）

相
沢
弓
子
　
　
（
室
野
小
）

○
松
代
小
学
校

大
山
明
雄
　
　
（
小
屋
丸
分
校
）

o
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校

細
井
　
昭
　
　
（
下
山
分
校
）

o
孟
地
小
学
校

古
島
ト
シ
子
（
松
代
小
）

▼
町
　
外
　
に

　
　
　
　
転
出
さ
れ
た
先
生

○
松
代
小
学
校

米
持
敏
夫
　
　
（
上
越
市
・
飯
小
）

○
松
代
小
学
校
菅
刈
分
校

○
松
代
小
学
校
小
屋
丸
分
校

○
清
水
小
学
校

o
孟
地
小
学
校

中
島
恵
美
子
（
妙
高
々
原
町
・

○
孟
地
小
学
校
海
老
分
校

o
孟
地
小
学
校
滝
沢
分
校

o
北
山
小
学
校

立
田
一
郎
　
　
（
三
条
市
・
上
林
小
）

関
洋
子
（
上
越
市
・
大
町
小
）

池
田
正
義
　
　
（
長
岡
市
・
栖
吉
小
）

谷
口
一
之
　
　
（
糸
魚
川
市
・
今
井
小
）

山
口
晴
彦
　
　
（
上
越
市
・
稲
田
小
）

渡
辺
直
子
　
　
（
豊
栄
市
・
豊
栄
南
小
）

峰
村
辰
典
　
　
（
堀
之
内
町
・
原
小
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
高
北
小
）

相
浦
美
子
　
　
（
上
越
市
・
大
手
町
小
）

熊
木
恭
広
　
　
（
上
越
市
・
東
本
町
小
）

o
蒲
生
小
学
校

三
田
村
優
（
上
越
市
・
教
育
委
員
会
）

田
辺
玲
子
　
　
（
上
越
市
・
小
猿
屋
小
）

○
蒲
生
小
学
校
寺
田
分
校

久
保
田
和
夫
（
松
之
山
町
・
黒
倉
分
）

○
室
野
小
学
校

西
沢
和
彦
　
　
（
妙
高
村
・
関
山
小
）

○
峠
小
学
校

斉
藤
　
俊
　
　
（
柏
崎
市
・
北
鯖
石
小
）

八
木
文
昌
（
浦
川
原
村
・
中
保
倉
小
）

村
山
正
子
　
　
（
松
之
山
町
・
黒
倉
分
）

○
儀
明
小
学
校

上
野
幹
夫
（
新
潟
市
・

　
　
　
　
　
　
下
越
教
育
事
務
所
）

保
坂
美
千
代
（
妙
高
村
・
関
山
小
）

草
間
む
つ
子
（
吉
川
町
・
東
田
中
小
）

o
莇
平
小
学
校

仙
田
幸
造
　
　
（
吉
川
町
・
東
田
中
小
）

○
蓬
平
小
学
校

富
沢
康
子
　
　
（
松
之
山
町
・
松
里
小
）

○
松
代
中
学
校

桐
原
雅
夫
　
　
（
頸
城
村
・
頸
城
中
）

町
田
正
行
　
　
（
頸
城
村
・
頸
城
中
）

伊
野
義
博
（
糸
魚
川
市
・
糸
魚
川
中
）

▼
退
職
さ
れ
た
先
生

小
熊
早
苗

山
岸
政
幸

石
黒
昭
子

関
谷
哲
郎

（
小
屋
丸
分
校
）

（
室
野
小
学
校
）

（
室
野
小
学
校
）

（
松
代
中
学
校
）

　
　
　
●
●

○
　
　
　
　
　
　
　
●

●
●

●ロ

．
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●
o
　
　
　
●
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誕
生
月
に
は
現
況
届

ー
年
金
を
続
け
て

　
　
受
け
る
た
め
に

　
　
必
要
な
届
で
す
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
Z

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
・
通
算
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年

一
回
、
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
「
国

民
年
金
受
給
権
者
現
況
届
」
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
況
届
と
は
、
国
民
年
金
を
受
け

て
い
る
方
が
、
引
き
続
い
て
年
金
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

大
切
な
届
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
を

怠
る
と
、
届
が
で
る
ま
で
年
金
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
の
用
紙
（
は
が
き
）
は
、

誕
生
月
の
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら

送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
事

項
を
記
入
の
う
え
、
必
ず
役
場
で
町

長
の
証
明
を
受
け
て
、
で
き
る
だ
け

早
く
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
た
だ
し
、
年
金
を
受
け
始
め
て
か

ら
一
年
に
な
ら
な
い
人
は
、
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
用
紙
が
こ
な
く
て
も
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
．
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蕪難穣

繕灘

、翻講罵

難蕪
響難

蓬灘談

磯鎚鎚闘

　
吉
川
高
義
さ
ん
（
四
八
歳
）
は
、

去
る
三
月
六
日
に
亡
く
な
っ
た
妻
の

義
子
さ
ん
の
香
典
返
し
の
一
部
拾
万

円
を
心
身
障
害
者
を
は
じ
め
恵
れ
な

い
人
達
の
更
生
の
た
め
に
と
、
こ
の

ほ
ど
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご

曹1三軌

撫
高二？

※、●・、i

・？三｝・

一？娩
ヤヘ咳：

！、鰯！

曾ρ，●9．呪

・■

■・・夕■

灘二：

・勢1
習毒

寄
付
さ
れ
た
。
吉
川
さ
ん
ご
一
家
は

大
分
県
鶴
見
町
の
ご
出
身
で
松
代
町

に
北
越
北
線
の
工
事
が
着
工
さ
れ
た

昭
和
四
九
年
七
月
松
代
に
転
入
さ
れ

五
六
年
か
ら
千
年
堂
ノ
下
に
転
居
さ

れ
て
い
る
。
ご
主
人
は
現
在
東
建
設

株
式
会
社
の
富
山
県
五
位
作
業
所
の

所
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
会
長
秋
山
利
作

＝r♪1亨

藍峡
。・二．

響＝．※

＝イ？1．q

■．

”1ガ’：！

’吟町

　
豪
雪
に
覆
わ
れ
た
長
い
冬
も
漸
や

く
春
の
息
吹
き
が
よ
み
が
え
り
予
定

lrl曹’

鴇
類

．ピ・ぞ

蛤：渥

βなヂ

魯

さ
れ
た
本
大
会
も
三
月
四
日
（
日
）

総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
二
十
七
名

の
棋
士
が
参
加
し
て
早
朝
か
ら
熱
戦

が
展
開
さ
れ
た
．

　
午
前
中
は
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
別
れ
て

の
リ
ー
グ
戦
が
お
こ
な
わ
れ
、
午
後

か
ら
は
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
上
位
二
名
が

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
参
加
し
延
々
十

七
時
ま
で
か
か
っ
て
漸
や
く
勝
負
が

決
定
。
み
ご
と
松
代
郵
便
局
勤
務
の

山
岸
宗
雄
君
が
初
優
勝
。
町
長
よ
り

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
た
。

く刀
口才ぜ功会の椿さ］

｝

鱒
ト

　
いや「八王子市第八小学校来町

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
位
山
岸
宗
雄

二
位
　
柳
進
一

三
位
　
古
谷
雅
彦

四
位
　
高
橋
幸
平

（
松
代
郵
便
局
）

（
日
本
生
命
）

（
松
代
高
校
）

（
室
野
）

ノ
ボ
織
．

喰
麟
　
㎜
薩
慧

簿
、

蝉

　
さ
る
3
月
2
7
日
か
ら
2
9
日
ま
で
、

「
や
ぶ
こ
ざ
き
の
会
」
の
招
き
で
八

王
子
市
、
八
王
子
第
八
小
学
校
の
五

家
族
（
大
人
9
人
、
小
人
9
人
）
が

来
町
し
4
m
近
い
雪
の
中
で
、
ス
キ

ー
、
ソ
リ
、
ナ
メ
コ
の
殖
菌
に
興
じ
、

蓬
平
、
太
平
、
室
野
に
民
宿
し
た
。

　
蓬
平
小
学
校
校
庭
で
は
（
2
8
日
）

か
ま
く
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
、

カ
ラ
オ
ケ
、
山
う
さ
ぎ
の
焼
肉
パ
ー
テ

ィ
ー
、
雪
国
の
話
し
な
ど
夜
遅
く
ま
で

楽
し
み
、
翌
日
は
全
員
で
単
箱
を
作

り
、
春
の
近
い
花
立
を
あ
と
に
し
た
。
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町
の
中
心
地
で
あ
る
、
大
字
松
代

か
ら
南
方
三
、
七
キ
ロ
渋
海
の
流
れ

を
渡
り
、
源
田
川
を
越
し
、
小
屋
丸
、

松
之
山
の
三
叉
路
を
左
に
進
む
と
や

が
て
池
之
畑
の
部
落
に
到
達
す
る
。

標
高
三
六
〇
米
あ
た
り
を
中
心
に
、

町道松代、海老、東山線より池之畑部落をのぞむ

現
在
十
八
戸
の
農
家
が
仲
睦
く
平
和

に
暮
し
て
い
る
。
他
に
土
蔵
、
納
屋
、

車
庫
等
も
十
数
棟
点
在
し
て
い
る
。

公
共
建
物
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
六

年
、
町
の
お
骨
折
り
で
新
築
さ
れ
た

公
民
館
（
正
式
名
は
集
落
開
発
セ
ン

タ
ー
）
を
は
じ
め
集
荷
所
、
鹿
島
神

社
、
消
防
舎
、
そ
れ
に
淡
（
粟
）
島

神
社
が
あ
る
．

　
部
落
の
正
式
名
称
は
大
字
小
屋
丸

と
し
て
公
文
書
等
に
は
使
用
さ
れ
て

い
る
が
、
通
常
は
池
之
畑
で
通
り
、

古
文
書
等
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
但

し
端
、
畠
の
文
字
も
往
々
に
使
わ
れ

て
い
る
。

　
部
落
内
の
字
名
に
は
、
蛇
山
、
水

上
、
家
の
上
、
新
屋
敷
、
す
ぎ
な
畑
、

雨
池
、
マ
イ
坂
等
が
あ
る
。

　
部
落
の
発
祥
は
大
部
古
い
よ
う
で

あ
る
。
鹿
島
神
社
の
創
立
が
長
和
五

年
（
一
〇
ニ
ハ
年
）
と
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
平
将
門
の
頃
で
九
百
六

十
八
年
前
と
い
う
計
算
に
な
る
。

当
時
は
三
百
米
程
、
村
下
の
字
平
内

に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
語
り

伝
え
に
よ
れ
ば
、
平
家
の
残
党
が
伊

沢
か
ら
平
内
沢
を
沢
伝
い
に
た
ど
り

つ
い
て
居
を
構
え
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
平
内
と
い
う
字
名
が
あ
り
、
柳

田
と
呼
ぶ
田
が
あ
り
、
上
方
に
は
古

宮
と
呼
ぶ
宮
跡
も
現
存
し
て
い
る
。

平
内
は
市
川
の
姓
の
祖
先
の
居
宅
と

し
、
柳
田
は
、
柳
の
姓
の
宅
地
で
あ

っ
た
ろ
う
。
市
川
氏
一
人
な
の
か
、

そ
れ
と
も
柳
氏
と
共
に
来
た
の
か
不

明
で
あ
る
が
、
往
時
、
少
し
づ
つ
田

畑
を
開
墾
し
、
狩
猟
を
し
、
山
菜
等

を
求
め
て
の
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
と

思
わ
れ
、
祖
先
の
苦
労
に
対
し
て
感

謝
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

（
大
正
六
年

ご
ろ
の
池
之
畑
部
落
）

　
一
三
六
二
年
（
約
六
百
二
十
年
前
）

正
平
十
七
年
は
稀
に
見
る
大
雪
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
五
月
十
三
日
よ
り
二

十
一
日
ま
で
大
雪
が
降
り
万
民
難
儀

云
々
と
し
て
、
上
杉
公
に
現
地
視
察

の
為
、
役
人
の
派
遣
を
要
請
し
て
い

　
　
　
　
　
　
9
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
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8
ぺ
ー
ジ
よ
り

る
項
目
が
郷
土
誌
上
巻
に
あ
る
が
当

時
、
今
の
松
代
町
に
在
っ
た
部
落
は

海
老
、
小
屋
丸
、
池
之
畑
、
猪
之
伏
、

松
代
、
田
之
倉
、
蒲
生
、
室
野
、
福

島
だ
け
が
載
り
、
戸
数
も
全
部
で
三

十
戸
に
も
満
た
な
い
。
身
分
を
問
わ

ず
書
出
し
申
候
と
あ
る
が
、
い
か
に

六
百
年
前
と
は
い
え
部
落
数
、
戸
数

共
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
当
地
池
之
畑
も

二
戸
の
名
が
の
っ
て
い
る
。
た
ぶ
ん

大
前
と
、
雨
池
か
と
思
わ
れ
る
。
戸

主
の
名
は
平
八
、
忠
右
エ
門
と
あ
る
。

　
部
落
民
の
姓
は
三
つ
あ
る
。
市
川

の
姓
の
本
家
大
前
（
現
新
潟
市
移
住
）

は
前
沢
平
八
の
後
喬
で
あ
り
、
屋
号

も
別
名
平
右
エ
門
と
呼
ん
だ
。
分
家
、

孫
分
家
等
沢
山
あ
り
、
松
代
、
田
沢
、

太
平
、
小
屋
丸
の
市
川
姓
の
皆
さ
ん

も
こ
の
一
族
と
聞
い
て
い
る
。
但
し

池
之
畑
の
市
川
姓
に
も
三
戸
だ
け
別

の
流
れ
が
あ
る
。
前
記
平
内
に
於
け

る
柳
氏
で
あ
る
。
市
川
氏
は
長
命
寺

の
檀
家
で
あ
る
の
に
屋
号
雨
池
系
の

三
戸
・
（
現
在
二
戸
）
は
広
徳
寺
に
属

す
る
。
・
次
に
山
賀
の
姓
が
あ
る
。
本

家
は
小
林
の
屋
号
で
こ
れ
も
大
部
古

い
よ
う
だ
が
、
小
荒
戸
の
『
大
吉
』

さ
ん
の
分
家
と
い
わ
れ
る
。
現
在
分

家
等
五
戸
を
数
え
広
徳
寺
の
檀
家
で

あ
る
。
高
橋
の
姓
は
田
沢
の
『
入
り
』

の
分
家
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
一

戸
だ
け
で
あ
り
少
林
寺
の
檀
家
で
あ

る
。

　
さ
て
池
之
畑
の
呼
称
の
由
来
で
あ

る
が
、
今
の
池
之
畑
に
は
池
ら
し
い

も
の
は
な
い
が
、
言
い
伝
え
で
は
三

つ
程
沼
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
ら

し
い
。
当
時
は
部
落
の
前
面
が
土
手

・
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
何
か
の

原
因
で
（
或
は
人
工
的
な
の
か
も
知

れ
な
い
）
土
手
が
破
れ
て
池
の
水
が

干
上
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
久
保
（
窪
）

や
橋
場
の
屋
号
が
あ
り
、
蛇
山
と
い

う
字
名
の
地
に
弁
天
様
を
祀
っ
て
あ

る
こ
と
か
ら
も
う
な
づ
け
る
。
村
の

鎮
守
鹿
島
神
社
は
、
常
睦
の
鹿
島
様

の
分
神
で
あ
る
。
祭
神
は
武
甕
槌
神

で
武
勇
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。

　
再
建
が
永
徳
元
年
（
一
三
八
一
年
、

六
百
年
前
）
で
あ
り
こ
れ
は
前
記
大

雪
の
記
録
の
二
十
年
後
に
当
り
、
こ

の
前
後
に
現
在
の
池
之
畑
に
越
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
数
百
年
を
経

た
老
杉
に
囲
ま
れ
荘
厳
さ
も
一
入
で

あ
る
。
そ
の
前
方
坂
を
下
り
た
所
に

淡
島
神
社
が
あ
る
。
粟
の
字
を
用
い

る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
祭
神
は

少
彦
名
神
で
市
川
家
の
信
仰
に
な
る

も
の
だ
が
、
安
産
の
神
と
し
て
霊
験

あ
ら
た
か
で
、
部
落
は
も
と
よ
り
、

近
郷
近
在
の
善
女
の
参
詣
の
姿
を
時

折
見
受
け
ら
れ
る
。
淡
島
様
の
脇
上

に
稲
荷
様
が
あ
り
、
小
荒
戸
へ
通
ず

る
路
傍
に
道
楽
神
様
の
祠
が
あ
る
。

部
落
西
方
の
山
頂
に
は
秋
葉
神
社
を

祀
っ
て
あ
る
が
そ
こ
に
は
豊
作
の
神

や
火
除
け
の
神
、
風
の
神
、
鳥
追
地

蔵
等
数
多
の
神
々
を
お
祀
り
し
て
あ

る
。
更
に
そ
こ
か
ら
南
方
尾
根
伝
い

に
百
米
余
の
山
頂
に
庚
申
塚
が
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年
、
六
十
年
振
り
と
言

わ
れ
る
大
供
養
を
営
む
。
松
代
の
三

大
和
尚
に
庵
主
様
を
招
聰
し
て
極
め

て
盛
大
で
あ
っ
た
。
公
民
館
か
ら
塚

ま
で
の
道
程
を
真
紅
の
大
傘
を
か
ざ

し
た
盛
装
の
寺
方
が
し
づ
し
づ
と
歩

を
運
び
、
そ
の
後
に
香
華
や
供
物
を

携
え
た
、
村
中
の
善
男
、
善
女
を
従

へ
て
進
む
行
列
は
、
あ
た
か
も
平
安

絵
巻
を
見
る
よ
う
で
あ
つ
た
。
読
経

と
供
に
塚
は
堀
返
さ
れ
、
六
十
年
前

の
一
升
瓶
と
密
閉
さ
れ
た
ウ
イ
ス
キ

ー
瓶
を
取
替
え
新
た
に
供
物
と
共
に

埋
め
戻
し
た
。
塔
の
真
下
で
あ
ろ
。

次
の
祀
り
は
昭
和
百
十
四
年
に
な
る

だ
ろ
う
か
。
宗
教
的
に
特
筆
す
べ
き

も
の
に
共
同
墓
地
が
あ
る
。
部
落
か

ら
距
離
に
し
て
四
百
米
位
、
下
山
へ

通
ず
る
道
を
行
く
と
達
す
る
。
大
正

十
二
年
の
整
地
、
移
転
で
あ
る
が
桝

の
目
の
如
く
整
然
と
区
別
さ
れ
、
砂

質
土
に
芝
を
点
々
と
敷
き
、
き
き
ょ

う
、
姫
菖
蒲
、
月
見
草
等
々
の
草
花

は
年
中
咲
き
競
っ
て
い
る
。

　
産
業
は
農
業
一
本
で
あ
る
。
水
田

面
積
十
三
町
五
反
、
一
戸
平
均
七
、

五
反
で
、
他
に
畑
約
二
町
歩
を
耕
し

て
い
る
。
若
者
十
人
前
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
町
に
職
場
を
求
め
て
い
る
が
日

曜
に
は
田
畑
に
出
て
よ
く
働
く
。
換

金
作
物
と
し
て
、
い
ん
げ
ん
、
〆
縄

わ
ら
を
作
り
始
め
た
が
ま
だ
軌
道
に

乗
っ
て
は
い
な
い
。
池
之
畑
の
杉
苗

に
は
百
年
に
及
ぶ
歴
史
が
あ
る
。
地

場
産
業
と
し
て
の
低
下
を
感
じ
ま
す
。

植
林
は
国
家
百
年
の
政
策
で
あ
り
、

子
孫
へ
の
最
大
賜
り
物
と
い
わ
れ
て

い
る
。
い
さ
さ
か
宣
伝
め
か
し
い
が

皆
様
に
造
林
を
お
願
い
し
た
い
。
山

賀
君
の
牛
の
肥
育
は
仲
々
の
意
気
込

み
で
敬
意
を
表
す
。
綿
密
な
計
画
と

惜
し
み
な
い
労
働
に
よ
り
堅
実
に
軌

道
に
乗
せ
て
い
る
。
他
の
範
と
し
て

推
挙
す
る
．

　
次
に
観
光
面
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

標
高
四
百
米
の
秋
葉
山
頂
か
ら
の
眺

望
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
南
部
線
を

下
山
へ
歩
を
進
め
て
頂
き
た
い
。
四

季
折
々
の
草
花
の
薫
風
を
受
け
な
が

ら
遠
く
上
信
越
の
山
脈
の
鑑
賞
を
し

て
い
る
と
、
し
ば
し
浮
世
の
煩
悩
を

忘
れ
る
。
振
り
返
れ
ば
刈
羽
黒
姫
や

米
山
、
焼
山
に
妙
高
と
す
べ
て
指
呼

の
間
に
微
笑
ん
で
見
え
る
。
正
に
町

内
一
の
絶
景
か
と
自
負
す
る
。

　
斯
く
記
し
来
れ
共
、
我
部
落
も
今

日
ま
で
の
長
い
年
月
は
容
易
な
ら
ぬ

生
活
の
連
続
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
。
自
分
の
土
地
は
屋
敷
だ
け
と
い

う
家
が
殆
ど
で
あ
っ
た
。
人
々
は
忍

耐
と
苛
酷
な
労
働
に
よ
り
生
き
抜
き

今
日
の
裕
福
と
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。

有
難
い
と
思
う
と
同
時
に
、
常
に
自

ら
を
戒
め
た
い
と
思
う
。

　
文
政
十
三
年
旧
三
月
十
二
日
（
一

八
三
〇
年
、
百
五
十
四
年
前
）
鍛
治

屋
の
甚
兵
衛
方
か
ら
出
火
、
折
か
ら

の
春
日
と
風
の
為
二
十
五
戸
の
内
十

二
戸
を
失
う
大
火
の
記
録
が
あ
る
。

以
来
こ
の
日
を
防
火
の
日
と
し
て
い

る
。
私
共
の
祖
先
は
常
に
道
路
整
備

や
、
田
畑
の
開
発
に
全
力
を
つ
く
し

て
来
た
事
は
文
献
に
多
く
見
ら
れ
る

が
、
そ
の
他
の
変
っ
た
事
例
は
見
当

ら
な
い
。

　
と
も
あ
れ
現
在
十
八
戸
、
住
民
数

八
十
三
人
で
平
均
年
令
三
十
八
、
七

才
は
町
で
も
若
い
方
と
思
う
。
そ
の

為
か
嫁
さ
ん
方
も
子
宝
に
恵
れ
楽
し

そ
う
だ
。
婦
人
会
や
老
人
倶
楽
部
の

皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
憩
や
研
修
に
楽

し
く
や
っ
て
い
る
。
分
校
の
統
合
は

複
雑
な
気
持
で
あ
る
が
や
む
を
得
ま

い
。
子
供
達
の
為
、
松
小
は
じ
め
皆

さ
ん
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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4月1日から次のような担当に変りました。職員一同

はりきっていますので、これからもみなさんのご支援

ご協力をお願いします。
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鈴木益蔵助役

課
　
　
男

　
長
芳

務
　
課
口

　
務
樋

総　
総

課
　
　
作

　
　
　
清

　
長

務
　
課
井

　
務
菅

税　
税

社会課
社会課長

関谷昭平

奴
奈
川
支
所

企
　
画
　
係
　
長

消
防
・
統
計
係
長

（
兼
務
）

馬
　
場
　
利

夫

庶
務
・
財
政
係
長
　
　
高
　
橋
　
宣
　
泰

固
定
資
産
税
係
長

諸
　
税
　
係
　
長

住
民
税
係
長

離
雛
難
｝

戸
　
籍
　
係
　
長

（
兼
務
）

佐
　
藤
　
公

（
兼
務
）

若
　
月
　
幸

／」・

山
　
武

保
健
衛
生
係
長
　
　
松
永

水
　
道
　
係
　
長

国
　
保
　
係
　
長

直
営
診
療
所
所
長

山課

長賀

八兼

（
注
○
印
は
主
任
の
職
に
あ
る
も
の
）

広
報
・
消

統
　
　
計

交
通
安

運防

転犯

手係全係防
　　　｝

財
　
　
政
　
係

庶
　
　
務
　
係

用
　
務
　
　
員

男
轟
薩
税
鰭

栄
凸
凝
盤
讐

司
　
　
戸
　
籍
　
係

勝
鹸
健
肺
生
縣

松
代
保
育
園
園
長
　
　
課
　
長
　
兼

室
野
保
育
園
園
長
　
　
課
　
長
　
兼

蒲
生
保
育
園
園
長
　
　
課
　
長
　
兼

　郎務

看国水

務
蔽

務
－
晶

　護保道

母婦係係

食食食

婦母婦母婦

吉
同
橋
、
　
勝
　
　
大
野
　
保
子
－

（
兼
務
）

石
口
　
丈
夫

石
口
　
松
男

市
川
　
健
司

　
（
兼
務
）

○
佐
藤
　
信
一
　
　
室
岡

○
小
堺
　
月
子
　
　
福
原

小
野
島
美
津
子

○
鈴
木
太
一
郎
　
　
柳

○
柳
　
ハ
ル
エ
　
　
柳

○
相
沢
　
　
守

佐
藤

高
橋

　柳

室
岡

数
井
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松代町役場事務機構図
　　　　　　　　　　　（昭和59年度）
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鈴
木
　
和
美

　
　
　
　
　
　
松
中
　
村
山

　
　
　
　
　
○
孟
小
　
蓑
輪

　
　
　
　
　
　
松
小
　
柳

　
　
　
　
　
　
奴
小
　
佐
藤

　
　
　
　
　
　
高
橋
　
　
博

　
　
　
　
　
　
市
川
　
英
世

　
　
　
　
　
　
樋
口
　
　
彰

征
　
　
社
会
体
育
係
　
　
石
口
博
雄

農
　
業
　
委
　
員
　
会
　
　
事
務
局
長
（
兼
任
）
　
関
　
谷
　
政

和
　
　
書

松
代
町
議
会
事
務
局

松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会

日
記

口
　
芳
　
男
　
　
書

○
堀
川
　
一
郎
　
　
斉
藤

鈴
木
　
清
彦
　
　
関
谷

菅
井
　
正
一
（
兼
務
）

（
兼
務
）

（
兼
務
）

○
関
谷
英
市
郎

　
武
田
　
芳
夫

○
斉
木
　
芳
治

　
秋
山
益
太
郎

盛
義

喜
作

早
苗

秀
司

　
石
口

（
嘱
託
）

長
（
兼
任
）
　
樋

記
　
○
米
持
　
恒
敏

記
　
○
佐
藤
　
信
一

記
　
○
佐
藤
　
信
一

一
良

栄
治

○
宮
沢
　
諄
一

○
柳

　
北
小
　
樋
口

　
清
小
　
万
羽

　
蒲
小
　
山
岸

博
雄

裕
幸洋幸
雄子作

　
高
橋
　
嵩
一
（
産
業
課
兼
務
）

（
総
務
課
庶
務
係
兼
務
）

（
総
務
課
庶
務
係
兼
務
）
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膿
の
百
科
シ
リ
ー
ズ
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
岡
歯
科
医

　
入
れ
歯
の
歴
史

　
一
八
○
○
年
代
の
後
半
か
ら
一
九

〇
〇
年
代
の
初
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、

象
牙
を
用
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
の

多
く
は
、
義
歯
床
も
歯
の
ほ
う
も
全

部
が
象
牙
や
動
物
の
牙
や
骨
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
前
歯

に
は
天
然
歯
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
自
分
の
歯
を
抜

い
て
売
る
人
が
お
り
、
抜
去
歯
の
売

買
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
我
国
に
残
さ
れ
て
い
る
古
い
義
歯

は
今
か
ら
三
三
〇
年
ほ
ど
前
に
つ
く

ら
れ
、
歯
を
ツ
ゲ
の
木
で
つ
く
り
、

彫
刻
さ
れ
た
も
の
で
す
。
残
っ
て
い

る
歯
に
絹
糸
で
結
び
義
歯
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
木
製
の
義
歯
は
江
戸
時
代
鎖

国
と
い
う
中
で
日
本
独
自
に
開
発
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
明
治
時
代
に
入
る
と
ゴ
ム

の
製
造
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
義
歯
に

使
用
さ
れ
る
様
に
な
り
、
昭
和
十
年

頃
ま
で
広
く
一
般
に
使
用
さ
れ
ま
し

た
。　

現
在
、
義
歯
の
材
料
と
な
っ
て
い

る
レ
ジ
ン
は
昭
和
十
年
に
日
本
に
入

っ
て
き
ま
し
た
。

戦
後
は
す
べ
て
レ
ジ
ン
に
よ
る
義

歯
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
時
代
と
な
り
、

二
十
一
世
紀
に
は
予
想
も
つ
か
な
い

新
し
い
材
料
が
出
現
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

曝顧
需
．

牒

夕
．

嚇κ『■

俸
力
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
7

①
体
力
づ
く
り
は

　
　
長
つ
づ
き
す
る
よ
う
に

　
体
力
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
少

な
く
か
ら
多
く
へ
」
「
き
つ
く
な
い
も

の
か
ら
だ
ん
だ
ん
強
く
」
「
週
一
回
か

ら
、
二
日
、
三
日
へ
」
「
一
人
か
ら
二

人
、
三
人
へ
」
…
…
と
段
階
を
踏
み
、

少
し
ず
つ
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
。

そ
し
て
、
生
涯
実
行
す
る
つ
も
り
で

持
続
性
を
も
た
せ
る
こ
と
で
す
。

実
行
。
子
ど
も
相
手
に
遊
び
な
が
ら

き
た
え
た
り
、
夫
婦
体
操
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ラ
ケ
ッ
ト
な
ど
道
具
を
必

要
と
す
る
場
合
も
、
そ
れ
ほ
ど
高
価

な
も
の
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
身
泣
唇
哲

④
準
備
運
動
、
整
理
運
動
の
励
行
を

　
運
動
を
す
る
前
に
は
、
必
ず
準
備

運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
場
か
け

足
や
柔
軟
体
操
な
ど
、
少
な
く
と
も

一
〇
分
間
は
行
な
い
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
運
動
終
了
後
は
、
脈
搏
を
と

と
の
え
、
緊
張
し
た
筋
肉
を
や
わ
ら

げ
る
た
め
に
も
、
整
理
運
動
の
励
行

が
大
切
で
す
．

②
身
近
な
素
材
を
活
用

　
体
力
づ
く
り
を
大
げ
さ
に
考
え
る

の
は
禁
物
。
イ
ス
や
タ
オ
ル
、
棒
切

れ
な
ど
身
近
な
素
材
を
使
っ
て
ま
ず

σ9

◎
健
康
診
断
で
ま
ず
自
分
を
知
る

　
高
血
圧
症
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

肝
臓
病
、
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
な
ど
病

歴
の
あ
る
人
は
、
体
力
づ
く
り
を
始

め
る
前
に
、
医
師
の
健
康
診
断
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
最
近
、
ス
ポ
ー
ツ

で
の
ケ
ガ
が
目
立
ち
ま
す
が
、
不
慮

の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
実

行
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
運
動
す
る
季
節
と
時
刻

　
体
力
の
な
い
人
、
お
と
し
よ
り
は
、

寒
冷
、
炎
天
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。
血

　
　
　
　
　
騎
宙
・
－
：

ρσ廷

“

1で

圧
の
高
い
人
も
、
冬
の
寒
い
朝
な
ど

は
危
険
で
す
。
運
動
の
時
刻
は
、
食

前
が
理
想
的
。
食
後
な
ら
二
時
間
以

上
間
を
お
く
こ
と
。
実
際
に
は
早
朝

や
昼
休
み
、
夕
食
前
な
ど
、
各
人
の

好
み
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て

行
な
っ
て
け
っ
こ
う
で
す
。

◎
つ
ね
に
マ
イ
ペ
ー
ス
を
守
る

　
体
力
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
は
競

技
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
体
力
と
相
談
し
な
が
ら
、
つ
ね
に

マ
イ
ペ
ー
ス
で
行
な
い
ま
し
よ
う
。

人
と
競
争
す
る
だ
け
で
も
血
圧
が
あ

が
り
ま
す
。
運
動
を
し
た
あ
と
、
心

地
よ
い
疲
労
感
と
充
実
感
が
残
れ
ば

そ
れ
で
十
分
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
マ
イ
γ
ス
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

　
　
　
　
”
ノ

♂‘乙

⑦
運
動
中
の
か
ら
だ
の
異
変

　
カ
ゼ
、
発
熱
な
ど
調
子
の
悪
い
と

き
や
、
睡
眠
不
足
、
酒
気
を
お
び
て

の
運
動
は
行
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
運
動
中
に
、
胸
痛
や
強
度
の

呼
吸
困
難
、
め
ま
い
、
吐
き
気
な
ど

の
異
変
が
あ
っ
た
場
合
は
、
た
だ
ち

に
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
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醐
安
全
運
転
　
脚

6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叩

一
の
シ
リ
ー
ズ
⑩
…

▲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗

馳
璽
…
ぐ
…
i
‘
一
一
i
｛
哩
…
一
哩
一
一
一
一
璽
…
4
ξ
q
一
一
｝
i
も

1
ー
右
折
車
と
左
折
車
に
注
意

信
号
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず

交
差
点
で
直
進
す
る
場
合
は
、
ま

ず
対
向
車
線
か
ら
の
右
折
車
に
特

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
同
一
方
向
に
進
行
し
て
い

る
前
車
の
動
き
に
注
意
す
る
こ
と

。
一
飾

・
』
．
，

竃
噸
曜
．

，
納
、

W
，

　
・
“

や

右
折
や
左
折
の
た
め
に
、
急
に
停

止
し
た
り
進
路
を
変
え
た
り
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

横
断
歩
行
者
が
あ
る
場
合
に
は
、

歩
行
者
優
先
を
徹
底
す
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

2
1
交
差
点
付
近
、
前
車
に
注
意

車
両
対
車
両
の
事
故
の
約
半
数
が

追
突
事
故
で
、
そ
の
大
半
が
交
差

点
付
近
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

前
車
と
の
車
間
距
離
を
十
分
に
と

っ
て
追
従
す
る
と
い
う
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
追
突
事
故

の
多
く
は
、
前
車
の
状
況
を
よ
く

見
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
追
突
し

た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。
と
く
に

交
差
点
付
近
で
、
小
き
ざ
み
な
進

行
が
繰
り
返
さ
れ
る
場
合
に
は
沸

い
つ
前
車
が
急
に
停
止
す
る
と
も

限
り
ま
せ
ん
の
で
、
前
車
か
ら
目

を
離
さ
な
い
こ
と
で
す
。

／

3
1
盲
目
追
従
す
る
な

市
街
地
で
交
通
が
比
較
的
渋
滞
し

て
ノ
ロ
ノ
ロ
進
行
し
て
い
る
場
合

に
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
で
追

突
事
故
が
よ
く
発
生
し
ま
す
。

前
車
が
そ
の
ま
ま
流
れ
て
進
ん
で

い
く
と
思
っ
た
…
…
な
ど
、
盲
目

的
に
漫
然
と
追
従
し
た
結
果
で
す

が
、
渋
滞
し
て
ノ
ロ
ノ
ロ
進
行
し

て
い
る
時
ほ
ど
、
流
れ
が
い
つ
停

止
す
る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。

ス
ピ
ー
ド
が
低
い
か
ら
と
い
っ
て

油
断
し
て
漫
然
と
し
た
追
従
を
し

な
い
こ
と
で
す
。
こ
ん
な
時
の
わ

き
見
も
も
ち
ろ
ん
厳
禁
で
す
。

み
o
ヂド

4
1
車
種
に
よ
る
車
間
距
離

車
間
距
離
は
、
走
行
ス
ピ
ー
ド
に

応
じ
て
調
節
す
る
と
い
う
の
が
原

則
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ
大
切
な

原
則
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
前

車
の
車
種
に
応
じ
て
…
…
と
い
う

こ
と
で
す
。
空
車
の
タ
ク
シ
ー
な

ど
は
、
乗
客
を
ひ
ろ
う
た
め
に
急

に
進
路
を
変
え
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
し
、
大
型
貨
物
車
な

ど
は
、
予
想
外
の
急
激
な
ブ
レ
ー

キ
を
効
か
せ
る
こ
と
が
あ
る
な
ど

追
従
す
る
前
車
の
車
種
に
よ
っ
て

は
、
よ
り
以
上
の
車
間
が
必
要
と

な
る
か
ら
で
す
。

5
ー
前
車
の
減
速
に
注
意

前
車
が
減
速
し
た
り
ブ
レ
ー
キ
を

羅

忘
噌N

踏
ん
だ
場
合
、
こ
れ
幸
い
と
ば
か

り
性
急
に
追
越
し
た
り
、
追
抜
い

た
り
す
る
の
は
禁
物
で
す
。

前
車
の
行
動
の
理
由
を
ま
ず
理
解

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

横
断
歩
行
者
が
前
車
の
前
方
を
横

切
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し

前
車
が
停
止
し
て
、
急
に
ド
ア
が

開
い
て
車
か
ら
降
り
て
く
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。

マ　グの　クロ　　　　　クヨ　　　　　　ロ　ハ　　ひロ　　　　ヲ　　び　　　ロ　　ロ　　　　　グ　　ヨ　ロロタの　　クの　びの　の　　　ひロモ

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

i　　運転手」》　　、　　　　　　　　i
i　　　　　　　ありゐYとク　　　　　　　　　　i
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き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
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怠

税
の
豆
知
識

確
定
申
告
が

間
違
つ
て
い

た
と
き
は
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
昭
和
五
十
八
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
三
月
十
五
日
で

終
了
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、

計
算
違
い
な
ど
で
誤
っ
た
確
定

申
告
を
し
た
り
、
確
定
申
告
書

の
提
出
を
忘
れ
て
い
る
人
は
い

ま
せ
ん
か
。
確
定
申
告
後
に
、

申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修

正
申
告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か

ら
更
正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ

で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く

早
く
申
告
す
る
方
が
有
利
で
す
。

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で

修
正
申
告
を
し
た
り
、
更
正
を

受
け
た
り
す
る
と
、
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
過
少
申
告
加
算
税
が
か

か
り
ま
す
が
、
調
査
を
受
け
る

前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し

た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算
税

痩ケ叱き

面
’
一

　
　
『
曳
ー
一
．
．
園

屡．

定
旨

直六叱き

p
ヱ

顛
　
触
裂

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
逆
に
、
申
告
し
た
税
金
が
多

か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き

は
、
「
更
生
請
求
」
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
期
間
は
、
申
告

期
限
か
ら
一
年
以
内
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
昭
和
五
十
八
年

分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ

い
て
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
十

五
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
「
期
限
後
申
告
」
と
云

っ
て
、
税
務
署
か
ら
決
定
を
受

け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す
が
早
い
方
が
有
利
で
す
。

加
算
税
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で

す
が
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け

る
前
に
申
告
し
ま
す
と
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

や’怠≧○や’◎やぜ轡’也や’◎｝やぜ怠ややや℃へ亡ジせ4ぜ恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
奄

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
人
は
、
雌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

す
ぐ
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
．
◎

亡燈’轡’壱’百二◎’や壱“¶σで）や∵◎‘

心
G
、
Q
d
d
，
磯
．
e
．
d
，
d
気
¢
d
、
，
O
匙
び
．
σ
弓
び
．
。
，
φ
，
σ
．
α
、
α
．
φ
．
σ
．
6
0

再
加
入
の

　
　
導
続
き
は
、

も
う
済
み

　
ま
し
た
か
／

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
伽

た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
今
ま
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

た
み
な
さ
ん
は
、
ま
た
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

国
民
年
金
の
加
入
期
間
と
厚
生
年

金
の
加
入
期
間
は
、
将
来
合
算
（
通

算
）
さ
れ
、
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
万
一
障
害
者

と
な
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
障
害

年
金
の
大
事
な
対
象
期
間
と
な
り
ま

す
。　

し
か
し
、
出
稼
ぎ
か
ら
帰
っ
た
時

に
「
国
民
年
金
の
加
入
届
」
の
手
続

き
を
し
て
い
な
い
と
、
年
金
の
加
入

期
間
に
”
空
白
”
を
作
る
だ
け
で
な

く
、
い
ず
れ
の
制
度
か
ら
も
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

老
後
の
支
え
で
あ
る
”
年
金
”
を

失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
出
稼
ぎ
か

ら
帰
っ
た
ら
早
め
に
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

伽伽献伽舩伽伽伽伽献酬伽献伽伽伽伽卵伽伽伽伽伽酬伽舩伽伽伽伽献伽伽伽伽献伽伽伽㊥酬伽献献献献伽伽㊥伽伽伽卵

気
象
よ
も
や
ま
話
②

器
雛
簡
観
鵯
撚
攣
酬

凋
●
・
嘔
嫌

　
「
太
陽
に
任
し
た
」

　
　
　
　
　
　
万
羽
卓
司

　
明
る
さ
を
確
保
す
る
た
め
に
毎
朝

軒
下
を
回
っ
て
い
た
が
、
二
月
の
あ

る
日
遂
に
根
負
け
し
て
、
あ
と
は
太

陽
に
任
し
た
、
と
手
紙
に
書
い
た
ら
、

折
か
ら
の
大
雪
を
妻
と
二
人
で
板
切

れ
と
箒
で
闘
っ
た
と
云
う
京
都
の
友

人
か
ら
、
「
意
気
地
が
な
い
一
と
叱
ら

れ
た
。

　
太
陽
の
融
雪
能
力
は
ど
れ
ほ
ど
だ

ろ
う
か
。
雪
一
9
を
融
か
す
に
は
八

○
カ
ロ
リ
ー
の
熱
が
必
要
だ
。
太
陽

か
ら
地
球
に
注
が
れ
る
熱
量
は
、
一

平
方
㎝
の
直
角
面
に
毎
分
ニ
カ
ロ
リ

ー
で
あ
る
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
四

〇
分
で
融
か
す
こ
と
に
な
る
。
四
月

中
旬
の
快
晴
の
正
午
を
想
定
し
て
み

よ
う
。
そ
の
頃
の
太
陽
高
度
は
約
六

四
度
、
日
射
量
の
九
〇
％
が
有
効
に

働
ら
く
わ
け
だ
が
、
雪
の
表
面
か
ら

は
七
〇
％
は
反
射
さ
れ
て
し
ま
う
か

ら
、
一
分
間
の
有
効
日
射
量
は
○
・

五
四
カ
ロ
リ
ー
、
一
時
間
に
は
三
ニ

カ
ロ
リ
ー
と
な
る
か
ら
、
○
・
四
9

の
雪
を
融
か
す
。
雪
一
g
を
一
平
方

㎝
の
平
面
上
に
積
む
と
二
㎝
と
な
る

か
ら
、
八
㎜
が
一
時
間
に
融
け
る
勘

定
だ
。
ほ
か
に
、
太
陽
に
起
因
す
る

気
温
、
風
、
雨
な
ど
の
役
割
も
大
き

い
。
松
代
高
校
の
観
測
に
よ
れ
ば
、

四
月
中
旬
の
一
日
平
均
融
雪
量
は
七

・
五
㎝
で
あ
る
。
雪
面
に
有
色
粉
末
、

細
土
な
ど
を
蒔
い
て
熱
の
吸
収
を
よ

く
し
た
り
、
表
面
を
砕
い
て
風
、
空

気
と
の
接
触
面
を
広
げ
た
り
し
て
そ

の
促
進
を
は
か
っ
て
い
る
。

　
流
水
の
融
雪
能
力
に
つ
い
て
は
別

の
機
会
に
考
え
て
見
た
い
。

◎4月15日現在の積雪の56年との比較

観察場所 昭59 昭56 4月15日
59－56

昭56消雪日

蒲　　　生 380cm 280cm 100cm 5月14日

清　　　水 292〃 266〃 26〃 5月9日
東　　　山 385〃 248〃 137〃 5月13日

室　　　野 310〃 225〃 85〃 5月11日

犬　　　伏 287〃 220〃 67〃 5月12日

池　之　畑 320〃 250〃 70〃 5月15日

峠 350〃 250〃 100〃 5月17日

松代（役場） 319〃 265〃 54〃 5月19日
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五
月
五
日
の
節
句
に
は
、
男
の

子
の
数
だ
け
こ
い
の
ぽ
り
を
揚
げ

る
　
　
昔
は
こ
い
が
三
匹
も
四
匹

も
泳
い
で
い
る
家
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
子
だ
く
さ
ん
の

時
代
だ
っ
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
今
は
、
子
供
二
人
が

”
標
準
家
庭
”
。
こ
い
も
一
匹
か
、

せ
い
ぜ
い
二
匹
が
い
い
と
こ
ろ
。

そ
れ
で
は
寂
し
か
ろ
う
と
い
う
わ

け
で
、
最
近
は
、
赤
、

黒
、
青
の
三
匹
セ
ッ
ト

が
流
行
し
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
、
黄
色
、
緑

色
な
ど
”
突
然
変
異
”

の
よ
う
な
色
の
も
加
え

た
五
点
セ
ッ
ト
と
い
う

の
も
見
か
け
ま
す
。
こ

い
も
世
に
つ
れ
、
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
材
料
も
、
こ
い
そ
の

も
の
は
ナ
イ
ロ
ン
地
、

さ
お
は
、

ま
し
た
が
、

こののぼり
た
こ
い
は
竜
に
な
る
と
い
わ
れ
、

立
身
出
世
の
シ
ン
ボ
ル
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
江
戸
中
期

か
ら
今
日
の
よ
う
な
こ
い
の
ぽ
り

を
飾
る
風
習
が
出
て
き
た
よ
う
で

す
。　

近
ご
ろ
の
若
者
は
、
立
身
出
世

よ
り
も
自
分
の
趣
味
に
合
っ
た
暮

ら
し
を
望
む
よ
う
で
す
が
、
五
月

五
日
に
は
、
や
っ
ぱ
り
立
身
出
世

　
　
　
　
の
シ
ン
ボ
ル
を
飾
り
た

　
　
　
　
い
の
が
親
心
と
い
う
も

　
　
　
　
軽
金
属
と
今
様
に
な
り

　
　
　
　
　
こ
い
の
絵
柄
は
昔
と

あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
サ
イ
ズ
の
ほ
う
は
、
都
市
部
は
、

団
地
サ
イ
ズ
の
一
メ
ー
ト
ル
か
ら

ニ
メ
ー
ト
ル
ど
ま
り
の
も
の
、
郡

部
で
は
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

に
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
中
国
で
は
、
竜
門
（
黄
河
の
上

流
に
あ
る
）
を
登
る
こ
と
の
で
き

の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
い
の
ぽ
り
が
さ
わ

や
か
な
風
に
な
び
く
五

月
は
、
地
上
で
は
自
転

車
月
間
で
す
。
昭
和
五

十
六
年
五
月
に
「
自
転

車
の
安
全
利
用
の
促
進

及
び
自
転
車
駐
車
場
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
た
の
を
記

念
し
て
定
め
ら
れ
た
月
問
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー

や
安
全
で
楽
し
い
乗
り
方
に
つ
い

て
、
家
族
で
話
し
合
い
た
い
も
の

で
す
。
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去
る
3
月
7
日
の
消
防
記
念
日
に

消
防
職
員
と
防
火
管
理
者
協
会
々
員

（
女
性
6
名
）
に
よ
る
意
見
発
表
会

が
、
上
越
地
域
消
防
事
組
合
本
部
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
郡
内
の
代
表
と
し
て
、
当
町
池
尻

の
室
岡
一
恵
婦
人
消
防
協
力
隊
長
さ

ん
が
〔
我
が
家
の
防
火
対
策
〕
に
つ

い
て
発
表
さ
れ
「
優
秀
賞
」
に
輝
き

ま
し
た
。
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
ー
雪
の
多
い
こ
の
地
方
で
は
、

冬
火
事
を
出
し
た
ら
全
焼
は
ま
ぬ
が

れ
な
い
。
泥
棒
は
家
ま
で
持
っ
て
行

か
な
い
が
、
火
事
は
家
ご
と
持
っ
て

行
く
と
子
供
の
頃
か
ら
母
親
に
教
え

ら
れ
、
ス
イ
ッ
チ
一
つ
で
火
が
付
く

よ
う
に
な
っ
て
も
、
厳
し
く
し
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
結
婚
し
二
児
の
母
親

ど
な
り
、
一
家
を
預
か
る
よ
ヶ
に
な

っ
て
か
ら
は
、
母
の
気
持
ち
が
分
か

る
よ
う
に
な
り
、
「
ガ
ス
の
元
栓
は
」

「
ス
ト
ー
ブ
の
火
は
消
し
た
か
」
と

口
う
る
さ
く
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
あ
る
日
、
料
理
中
に
ナ
ベ
に
火
が

入
り
ま
し
た
。
一
瞬
ハ
ッ
と
し
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に
消
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
時
、
近
く
に
居
た
子
供

が
「
お
母
さ
ん
チ
ュ
ー
リ
ツ
プ
（
消

火
器
の
こ
と
）
を
使
い
な
よ
」
と
言

い
、
そ
し
て
真
剣
な
顔
で
「
お
母
さ

ん
泥
棒
は
家
を
持
っ
て
行
か
な
い
が
、

火
事
は
家
ご
と
持
っ
て
行
く
よ
」
と

言
っ
た
。
子
供
達
ま
で
同
じ
こ
と
を

言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
、
内
心
驚
き

と
苦
笑
を
こ
ら
え
、
火
事
を
出
さ
な

い
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
我
が
家

の
口
う
る
さ
い
母
親
で
い
る
つ
も
り

で
あ
る

　
生
活
の
中
で
受
け
継
が
れ
た
防
火

の
知
恵
が
、
　
「
親
か
ら
子
に
、
子
か

ら
孫
に
と
」
生
か
さ
れ
た
内
容
で
発

表
さ
れ
ま
し
た
．

戸
籍
の
窓
ロ

籾
　
　
マ
ツ

市
川
　
ア
キ

小
堺
　
熊
一

高
橋
元
十
郎

嶋
田
　
ナ
ヲ

武
田
　
英
夫

吉
川
　
義
子

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
受
付
分

　
げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

山
岸
　
　
陽
　
父
正
実
　
母
秋
子

　
　
　
　
（
二
男
・
蒲
生
・
菅
田
）

佐
藤
　
陽
介
　
父
和
男
　
母
由
紀
子

　
　
（
長
男
・
千
年
・
八
郎
兵
衛
）

高
橋
　
直
幸
　
父
　
誠
　
母
吉
子

　
　
　
　
（
長
男
・
千
年
・
札
木
）

平
澤
奈
々
恵
　
父
建
一
　
母
志
恵
子

　
　
　
（
長
女
・
松
代
・
忠
海
屋
）

富
澤
　
拓
也
　
父
栄
一
　
母
と
み
子

　
　
（
長
男
・
小
荒
戸
・
市
い
ん
）

　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

口

83
歳
　
犬
伏
治
郎
善

85

歳
池
之
畑
嬉
久
屋

42　17　96　82　72

歳歳歳歳歳

蒲
生
和
泉
屋

小
荒
戸
作
院

千
年
山
本
屋

名
平
亀
屋

千
年
　
吉
川

φ
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　文
芸

さ麗凝
。
、

短
歌
木
像
の
如
く

　
　
　
　
西
潟
ま
さ
を

一
人
逝
き
二
人
と
別
れ
年
毎
に
せ
め

ら
れ
る
ご
と
く
せ
ば
ま
る
世
間

眼
に
見
え
ぬ
何
か
に
引
か
れ
押
さ
れ
“

　
　
　
　
へ

る
如
く
節
分
と
な
り
立
春
を
す
ぎ
る

あ
れ
こ
れ
と
予
定
を
し
て
も
出
来
ぬ

こ
と
多
し
さ
れ
ど
も
明
日
を
思
え
ば

た
の
し

新
聞
の
切
り
ぬ
き
も
た
ま
る
十
四
五

枚
整
理
せ
ず
に
居
て
ま
た
月
か
わ
る

新
聞
雑
誌
メ
モ
補
聴
器
等
手
も
と
に

お
い
て
黙
然
と
居
る
木
像
み
輔
、
」
と
く

　
　
　
　
　
こ
と
ば

娑
婆
と
云
う
言
語
が
な
ぜ
か
た
の
し

　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
た

く
て
時
ど
き
使
う
短
歌
に
手
紙
に

　
　
し
ぶ
み
句
会

結
納
の
日
取
り
も
決
ま
る
二
月
尽

嫁
ぐ
娘
の
雛
を
飾
る
や
小
半
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

陽
の
さ
し
て
窓
に
氷
柱
の
影
お
と
す

三
軒
と
な
り
し
部
落
に
雪
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

か
ん
じ
さ標

の
足
し
っ
か
り
と
野
兎
を
撃
つ

深
雪
晴
空
の
青
き
に
背
伸
び
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

酷
雪
に
籠
り
て
耐
え
し
二
月
尽

引
込
線
支
柱
で
上
げ
て
雪
卸
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

風
邪
引
い
て
母
の
葛
湯
を
懐
し
む

の
っ
ぺ
汁
吹
き
吹
き
食
う
や
女
正
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

梅
一
輪
豪
雪
の
苦
を
忘
れ
去
り

春
の
陽
に
針
運
ぶ
妻
坐
り
だ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
　
橘

春
彼
岸
ひ
ざ
し
は
ぬ
く
く
供
華
の
花

春
な
れ
や
名
も
な
き
山
の
朝
霞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

雛
の
朝
日
射
し
満
ち
満
ち
足
軽
し

老
夫
婦
い
た
わ
り
あ
い
て
雪
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

譲
ら
れ
て
感
謝
で
早
足
雪
の
道

戻
り
寒
可
も
な
く
不
可
な
く
老
豊
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

丈
高
き
除
雪
の
人
ぞ
た
の
も
し
き

寒
も
ど
り
吹
雪
が
今
宵
窓
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

豪
雪
で
屋
根
よ
り
道
が
高
く
な
り

雪
国
の
災
害
あ
る
た
び
子
の
便
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
根

箱
雛
も
高
校
終
え
て
一
ト
昔

旅
立
ち
の
孫
は
箱
雛
納
め
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄
史

氷
柱
よ
り
滴
る
雫
　
希
望
満
つ

標
を
解
く
力
失
せ
脚
投
げ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

大
氷
柱
節
を
刻
み
て
垂
れ
下
が
り

寄
り
合
え
ば
雪
の
難
儀
の
こ
と
ば
か

り
　
　
　
　
　
，
　
　
　
紅
　
茶

四
温
来
て
雪
解
雫
が
穴
う
が
つ

ガ
ラ
ス
戸
に
し
ま
く
雪
着
く
日
の
続

き
　
　
　
　
　
　
．
　
枯
水

　
　
蒲
生
俳
句

寺
町
に
小
筆
撰
り
を
り
春
の
雪

う
ら
ら
か
に
童
女
が
バ
ッ
ト
構
え
け

り
　
　
（
在
長
野
）
耕
山

堀
る
土
の
置
き
所
な
く
芽
水
仙

春
泥
や
手
を
つ
な
ぎ
行
く
母
子
か
な

　
　
　
　
　
（
在
千
葉
）
　
鐵
堂

標
の
雫
も
凍
て
て
春
浅
し

水
音
に
覚
め
し
枕
辺
氷
柱
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

ふ
れ
合
わ
ず
舞
う
牡
丹
雪
娘
の
髪
に

蕗
味
噌
に
此
の
頃
食
の
進
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

立
話
ま
た
一
人
来
し
春
の
昼

窓
麗
ら
笑
い
さ
ざ
め
き
笠
を
縫
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

爪
あ
と
を
癒
す
こ
と
な
く
寒
気
去
り

雨
だ
れ
に
深
ま
る
ね
む
り
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

地
桜
を
咲
か
せ
ひ
た
す
ら
帰
省
待
つ

春
服
の
肩
に
稚
な
さ
残
し
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

園
芸
一
ロ
メ
モ

　
”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

　
神
前
の
木
と

　
　
　
　
仏
前
の
木

　
神
前
に
「
サ
カ
キ
」
、
仏
前
に
「
シ

キ
ミ
」
双
方
の
代
品
に
は
「
ヒ
サ
カ

キ
」
、
年
中
行
事
は
、
正
月
と
盆
を

中
心
と
し
て
神
事
と
仏
事
が
そ
の
大

半
を
占
め
る
。

　
地
方
の
習
慣
や
宗
教
に
よ
っ
て
も

異
な
る
が
、
正
式
の
供
花
は
神
前
に

サ
カ
キ
（
榊
）
、
仏
前
に
シ
キ
ミ
（
棉
）

で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
得
ら
れ
な
い

時
は
、
代
品
と
し
て
ヒ
サ
カ
キ
（
非

榊
）
が
双
方
に
使
え
る
と
い
う
便
利

な
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。

　
ヒ
サ
カ
キ
は
榊
に
非
ず
の
意
。
山

村
の
低
地
、
道
ば
た
な
ど
に
自
生
し

て
い
る
。
小
低
木
、
ど
こ
で
も
得
や

す
い
の
で
、
神
仏
兼
用
木
と
し
た
の

は
賢
明
。
前
述
の
通
り
、
サ
カ
キ
の

少
な
い
地
方
で
は
、
本
種
を
サ
カ
キ

の
名
で
神
事
に
使
う
。

　
盆
養
と
し
て

　
サ
カ
キ
、
シ
キ
ミ
は
、
葉
型
が
ツ

バ
キ
大
で
や
や
大
型
に
過
ぎ
、
盆
栽

に
は
ま
と
ま
り
に
く
い
。
ヒ
サ
カ
キ

は
常
緑
の
小
葉
で
乾
燥
に
も
強
く
、

樹
姿
優
雅
、
山
取
り
タ
ネ
木
は
雅
味

あ
る
老
木
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
盆

栽
に
な
る
も
の
も
多
い
の
に
、
な
ぜ

か
意
外
に
盆
養
者
が
少
な
い
。

　
欠
点
は
、
太
い
直
根
が
あ
る
の
で
、

山
取
の
老
木
が
つ
き
に
く
い
こ
と
に

あ
る
。
根
ま
わ
し
を
し
て
、
入
梅
直

前
に
山
取
り
を
す
れ
ば
安
全
で
あ
る
。

サ
カ
キ

シ
翁
饗
＼
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